
  

 

「成熟した職場には笑顔がある。」 http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/namamugi/ 

 

【 文部科学大臣    

優秀教員表彰】 

１月 14日（火）東京

大学 安田講堂で令和元

年度文部科学大臣優秀教

員表彰式が行われました。  

本校３学年主任で主幹

教諭である堂囿泰広

先生が文部科学大臣

優秀教員表彰者とし

て表彰を受けました。

これは、学校教育にお

いて教育実践等に顕

著な成果を挙げた先

生方を優秀教員として

表彰するものです。 

朝会で堂囿先生は、「表彰を受けられたのは、自分で

はなく、今まで多くを支えてくれた地域・生徒・保護者・先

生方である」との思いを生徒・職員に伝えてくれました。 

ご存じのように堂囿先生は、昨年度、横浜市最優秀

教員表彰を受けています。 生麦中学校を支えてくれて

いる全ての職員と生徒の皆さんに感謝するとともに、今回

の表彰を心から喜びたいと思います。  

おめでとうございます。 

今年も素晴らしい書き初めを生徒の皆さんが提出して

くれました。ありがとうございます。 

生麦中学校では、「古典に親しむ態度を育て、日本

の文化や伝統について関心を深める。」、「新年を迎え新

たな決意を表現する。」ことを目的として、校内書初め展

を実施しています。 

金賞の作品をご紹介します。 
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生麦中だより      令和元年 ２月 １０号 

「やる人 できる人」  
校長 山口 毅 

ある冊子を読んでいると、印象に残る和歌が目に入りました。 
「為（な）せば成（な）る 為さねば成らぬ 何事も・・・・」これは江戸時代、上杉鷹山が詠んだとされる和歌で

す。米沢藩の藩主であった鷹山は、次期藩主にこれを伝えたとされています。 
「為せば成る」の初句は、「やればできる」という意味です。2年生は先日、職場体験を行いました。社会で

働くとは、「やる人」たちの中で自ら学び、一緒に働くことだと体験したはずです。「やること」を積
み重ねると「できる人」となるのです。 
人は皆、やればできる人なのだと、私は思います。私自身も「自分だってやれば、できるよ」と何度

心の中で呟いたことか・・しかし、大切なのは実際にやるかどうかなのではないでしょうか。 
この和歌の第二句には「為さねば成らぬ」、つまり、「やらなければできない」と詠われています。やる気が出

るまで待っていては、間に合わないこともあります。 
やる気も実力のうちです。やらなければならない時にやる気を出して、しっかりとやることが最も大

切です。何もしないで、できるようになっている人はいません。できる人は、私たちが思っている以上
に努力をしているに違いありません。 
この和歌には続きがあります。 
「為（な）せば成（な）る 為さねば成らぬ 何事も  成らぬは人の 為さぬなりけり 」 

（どんなことでも強い意志を持って取り組めば、必ず成し遂げることができます。できないのは、やっていないからです。） 
やるかやらないかは、私たち次第です。しかし、やる人だけが、できる人となり得るのだと思いま

す。やろうとすることは他人のためでなく、自分のためになると思います。 
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1月 10日（金）学校保健委員会を行いました。 

委員会生徒、保護者、小学校児童、小学校の先生方

を交えた約 40名で「手

洗いを考える ～ 実際の

手洗いを調査～ 」を学び

ました。 

デンプン系希釈溶液を

汚れに見立て、手にぬり、

いつも通りに、石鹸をつ

け、手洗いをしてもらいます。 

その後、ヨウ素溶液を手にぬり、手の汚れの落ち具合

を検証しました。写真のように掌の特定部分に汚れが残

ることがわかりました。 

参加者は、丁寧に石鹸と流水で汚れを洗い流すこと

で感染症防止にも役立つことを知る貴重な時間となりま

した。詳しくは、保健室前に資料等が掲示してあります。

参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

１月 14・15日の二日

間 外人講師・アシスタン

トイングリッシュティーチャー

（AET）6人をお迎え

し、２年生英語特別プロ

グラムを実施しました。 3

年生は、9月に行いまし

た。 

各グループ（6～7名）にひとり外人講師・アシスタン

トイングリッシュティーチャー(AET)が入り、会話形式の授

業を行いました。グルー

プの各メンバーは英語

で AET の先生に好き

な食べ物や趣味を質

問していきます。逆に

AET の先生から各生

徒にも質問をしていき

ます。どきどきワニゲーム（CrocoDile DENTIST）を使

い、言葉だけではないコミュニケーションも学んでいました。

AET の先生への一つの質問をきっかけに、笑い声や歓声

が室内に響き渡り、英語でのコミュニケーションを広げる貴

重な機会となりました。 

AET の先生方ありがとうございました。 

学校保健委員会 

SUPER ENGLISH PROGRAM  
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１年生：23日（木）、2年生：24日（金）百

人一首大会を開催しました。体育館は、少し寒かったよ

うですが、歌が詠まれると同

時に白熱した札の取り合い

が始まりました。 

結果は、1年優勝５組、

2位２組、3位６組でし

た。 

2年優勝１組、2位５

組、3位３組でした。 

個人は獲得札数の上位

10位までの表彰がありま

した。 

 個人では、2試合合計

で、100枚近い札を獲得

する生徒もいました。 

 

29日(水)・30日(木)の二日間 2年生は、職場体

験学習を行いました。 

これは自己の将来の職業

や進路に対する関心と理解を

深めるとともに、自分らしさを

発揮しながら、互いの良さを

認め合い、将来の夢や希望を

持つことができる自分づくりの

ための学習です。 

コンビニエンスストア、

スーパーマーケット、ホー

ムセンター、飲食、製造

販売、自動車修理・販

売、小学校、幼稚園、動物病院、図書館、書店、美術

館、消防等公共機関、理容・美容、清掃、マスコミ関

連、福祉、

医療など約

80事業所

に 236名

の生徒が職

業体験をし

ました。 

ご協力いただき

ました地域事業

者の皆様に感

謝申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

つつじヶ丘自治会の塚越正

男様から本校生徒が行って

いる部活動による地域清掃

の写真をいただきました。 

塚越様は、お孫様を含めた

ご家族 5名が生麦中学校

の卒業生とお聞きしておりま

す。 

以前より、生麦中学校生

徒の積極的な地域行事参

加や、写真のような街の美

化推進につながる活動に高

い評価をいただいております。

加えて、指導する顧問の先

生方への感謝を述べられて

います。 

このような温かなまなざし

が私たちを成長させてくれ、

自覚ある人の基礎をつくって

くれるのだと思います。 

 

皆様のまなざしをこれからも

大切にさせていただきます。 

 

２学年：職場体験 
 

１・2 年 百人一首大会 
 

地域の「まなざし」 
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29日（火）横浜市立中学校・義務教育学校 個

別支援学級 合同学芸会が西公会堂で開催されまし

た。 

この合同学芸会は、本年度 1月 21日・22日 29

日・30日・31の日程で、5 ブロックに分かれて開催さ

れ、本校は 29日 C ブロックでの参加となりました。 

当日は、ダンス

や音楽、縄跳

びや演奏等演

目が披露され、

各学校の学習

成果が発揮さ

れた１日となり

ました。 

 

 

生麦中は、劇「生麦２０１９」発表しました。報道

番組ニュース形式で劇を構成し、その中で縄跳び等も披

露しました。 

素晴らしい発想と演技で場内を盛り上げました。 

８組の皆さん、素晴らしい演技をありがとうございました。 

 

 

2月 

5日（水）１・２年 授業参観・懇談会 

６日（木）7日（金）３年 冬テスト 

9日（日）～11日（火）私立高校一般入試・発表 

13日（木）14日（金）１・２年 冬テスト 

14日（金）～18日（火）３年公立共通選抜 

（14:学力検査、17・18:面接、特色検査） 

20日（木）１・２年 市学力・学習状況調査 

26日（水）3年生 卒業遠足（予定） 

28日（金）公立高校 合格発表 

 

 

以前もお知らせいたしましたが・・・・ 

横浜市公立学校では、オリンピック開催までのカウント

ダウン企画として、各学校に「オリンピック開催まであと○

○○日」の割り当て日を決め、学校独自でその日を描く

ことを行っています。 

カウントは「５０９」日前から始まっています。 

生麦中学校は、162日前のカウントダウンとなりまし

た。3年小林真奈さんの描いた数字「１６２」は、横浜

市ウェブサイト東京 2020 オリンピック・パラリンピックのトッ

プページに 2020年 2月 13日に掲載されます。 

 

サイト URL 

https://tokyo2020.city.yokohama.lg.jp/ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 組合同学芸会 横浜市立学校カウントダウンリレー 

2 月の主な行事 

https://tokyo2020.city.yokohama.lg.jp/

